
　第８回県下郡市対抗準硬式野球大会は大橋球場に９

地区代表140人の選手が参加､浦上原頭の空高く鳴りわ

たるファンファーレによって華やかに幕を開けた。入

場式は県警ブラスバンドの行進曲にのって国旗、大会

旗、連盟旗に続いて、前年度優勝地区の佐世保代表の

西肥バスを先頭に、長崎県庁、福江北クラブ、端島炭

鉱、藤田イーグルス、日鉄北松、島原ラッキー、遠来

の全芦辺の順で堂々の歩を進めた。国旗、大会旗、連

盟旗の掲揚に続いて、前年度優勝の紋珠岳炭鉱(代理･

西肥バス)、準優勝の長崎県庁から､優勝旗等の返還。

大会あいさつ、励ましのことば、祝辞等に次いで全選 長崎日日新聞社長の霊に全員で感謝の黙祷を捧げて式を閉じた。

手を代表して西肥バスの浮田逸郎主将が選手宣誓を行

なった。この後で本大会の発展に尽力した故・渡貫前

【一回戦】長崎商高球場(10:10開始) 振 球 犠 盗 併 残 失

5 0 0 1 0 4 1

1 2 1 4 0 6 1

１時間25分

【評】３年連続３度目出場の長崎澱粉が三回までに10長短打 【福江北クラブ】 打 安 点 打 安 点

で８点を奪って七回コールド勝ちした。初回の長崎澱粉は一 ③ 3 0 0 ⑨ 4 1 0

死後四球に小川の中越え二塁打、荒木の右前適時打と馬場の ② 3 0 0 ⑦ 2 1 2

礒飛で２点。二回に１点を加えた三回にも４連続安打で平井 ⑤ 3 2 0 ②3 4 3 0

投手をKO。代わった白石にも北川と田中が好打して打者一巡 ④ 3 1 1 ①2 4 2 1

の５得点で計８点を挙げた。 ⑥ 3 1 0 ⑥ 3 1 3

　一方、チームを結成５ヶ月で五島地区の代表権を獲得の福 ⑨8 3 0 0 ⑧ 3 1 1

江北クラブは、荒木と中尾両投手の速球に手が出ず、四回に ⑦ 1 0 0 ⑤ 3 0 0

比留木と山下の短長打で１点を返したのみ。 7 2 0 0 ③ 2 1 0

　本大会唯一の一回戦を長崎商高球場で行ない、勝利した長 ①9 3 0 0 1 1 0 0

崎澱粉は再び大橋球場に移動して、同球場の第４試合で長崎 ⑧ 1 0 0 ④ 3 1 0

県庁と対戦する。 1 1 0 0 (監)大塚禎夫 29 11 7

(監)野原善照 26 4 1

打 安 点 【藤田イーグルス】 打 安 点

⑥ 5 0 1 ⑨ 4 1 0

④ 6 2 0 ④6 5 1 0

⑤ 5 1 0 ③ 5 0 0

② 5 0 1 【二回戦】大橋･第１試合(09:30開始) 振 球 犠 盗 併 残 失 ② 5 3 2

① 5 2 1 9 1 2 3 1 7 2 ⑧ 5 0 0

⑧ 5 3 1 6 2 0 2 0 6 5 ⑦ 5 1 1

③ 5 0 0 【二】古川 ２時間16分 ⑤4 4 0 0

⑦ 4 0 0 　端島炭鉱は第５回大会以来３年ぶり二度目の出場でベテラン Ｈ 1 0 0

⑨ 4 0 0 尾崎が健在。一方の藤田イーグルスは諌早北高地区予選優勝の ① 4 0 0

(監)手津倉利 44 8 4 長崎刑務所が都合で出場辞退したために代理出場となったが、 Ｈ 0 0 0

(控)高市博､東鉄次 投手陣が手薄なため大洋造船から中島を補強した。 ⑥5 5 1 0

土居守一､杉山淳雄 　※戦評は次ページに記載 (監)藤田一 43 7 3
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【二回戦】大橋･第１試合(09:30開始) 振 球 犠 盗 併 残 失

9 1 2 3 1 7 2 【二】古川

6 2 0 2 0 6 5

【評】延長12回の端島炭鉱は敵失とバント警戒あまり 勝利の原動力になった。

の四球で一二塁、篠崎がきっちり送った二三塁に安達 　藤田イーグルスの中島投手も四回に４安打を集中さ

がスクイズを決めて決着した。 れて３点を献じたものの、内角に沈むシュート、外角

　端島の尾崎投手は立ち上がり悪く、初回の二死一三 低目に決まるカーブの配合が良く、かなりの好投を見

塁はしのいだが、三回に山口に２点打を浴び、四回に せたが、痛いところでエラーが出て敗戦投手となった

は古川に適時二塁打を打たれて１点を与えた。しかし のは気の毒だった。

その後は尻上がりに調子を取り戻し、２安打に抑えて

【二回戦】大橋･第２試合(12:10～) 振 球 犠 盗 併 残 失  １時間31分

2 3 1 1 1 7 1 (７回コールド)

6 3 1 2 0 6 2

打 安 点 【評】日鉄御橋は本大会の第１､２回に連続優勝。28､30年 打 安 点

⑥ 4 2 2 には全国炭鉱大会で優勝している。左腕エースの小松を温 ⑥ 3 1 0

⑦ 4 2 0 存させて波多を先発させたが、単調な投球で二回に坂本、 ⑦ 4 0 0

② 4 2 1 原口に長短打され１点の先制を許した。打線も三回まで左 ⑤ 2 2 0

③8 4 2 1 腕の坂本の軟投に手こずっていたが、打者一巡した四回に ⑧ 3 0 0

⑧9 2 0 0 畑田の安打を口火に猛打爆発。亀沖の２点ランニング弾を ①9 2 1 0

④ 3 2 1 含む６安打集中して大量６点を挙げて坂本をＫＯ。代わっ ② 0 0 0

⑨ 1 0 0 た橋本からも加点してコールドゲームとした。 2 2 0 0

1 3 1 1 　島原ラッキーは、第１､３､６回の三度出場している島原 ④ 3 2 1

⑤ 4 1 1 ニュースターの後身。一ヶ月前にチーム結成し地区予選に ③1 2 0 0

①3 3 1 2 出場したのが初の公式戦で代表権を獲得した。だが、三回 Ｈ 1 1 0

(監)松田宗馬 32 13 9 途中から代わった小松に対して得点を挙げることができず ⑨ 1 0 0

(控)鳥越靖二､井浦東洋 に早々に敗退した。 3 1 0 0

藤木智明､藤田裕 Ｈ 1 0 0

(監)池田義定 25 7 1

打 安 点 打 安 点

⑥ 5 5 2 ⑤ 3 1 0

⑦ 4 2 2 ④ 3 2 1

⑨8 5 1 2 ⑨19 3 0 0

【二回戦】大橋･第３試合(14:05～) 振 球 犠 盗 併 残 失 ④ 4 2 1 ⑥ 3 1 0

1 3 0 6 0 5 0 ② 4 1 0 ⑧ 3 0 0

3 1 1 0 0 6 1 ⑧1 4 1 1 ①91 3 2 1

【三】南里２ 【二】南里､飯田､深野､西  １時間40分 ⑤ 2 0 0 ③ 3 0 0

【評】４大会連続出場の芦辺が初回に大川、西の連打と樋口の ③ 3 0 0 ② 3 0 0

内野安打で先制点を挙げ、二回にも加点して好調なスタートを ① 2 1 1 ⑦ 1 1 0

見せたが、樋口の制球が悪く暴投７個を犯して敗退した。 9 1 1 1 Ｈ 1 0 0

　西肥バスは二回に暴投で同点とし、三回は無死一塁で南里の (監)村崎久 34 14 10 (監)柳沢文雄 26 7 2

三塁打と敵失で優位に立った。その後も毎回走者を出し確実な (控)松尾砂人､溝口功 (控)藤本正雄､柳沢寛治

ヒッティングで加点。南里の５安打は特筆もの。 　　杉原惇孝 武末平八郎
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【二回戦】大橋･第４試合(15:55～) 振 球 犠 盗 併 残 失

4 1 4 0 0 6 0

4 1 2 0 0 4 3

打 安 点 【評】激戦の長崎地区で昨年同様、本命の長崎機械工具を破って 打 安 点

④ 3 0 1 出場の県庁は宮原の好投によるところが大きかった。この試合で ⑨ 4 1 0

⑥ 4 0 0 はカーブが決まらず絶好調とはいえなかったが、シュートと浮き ⑦ 3 0 0

⑤ 4 1 2 上がる球のコンビネーションで澱粉打線を４安打に抑え、与えた ② 4 1 0

⑧ 4 1 0 １点は四回に小川、馬場に安打された二死二三塁に自らの暴投に ① 4 0 0

③ 4 1 0 よるものだった。 ⑥ 4 2 0

① 3 1 0 　県庁は三回、先頭が死球後に岩永の投前バントが内野安打にな ⑧ 2 0 0

⑦ 2 0 0 り、本田が送った後に白浜のスクイズ。これを前進守備の一塁手 ⑤3 2 0 0

② 4 3 0 がトンネルして先制。佐藤のスクイズは岩永が本塁に封殺された ③ 2 0 0

⑨ 1 0 0 が､入江が右中間三塁打して二者を還して３点のリードを奪った。 4 1 0 0

9 1 0 0 　完投した宮原は、多彩なピッチングもさることながら、打者の ④5 3 0 0

9 1 0 0 タイミングを外すのも巧く技巧派投手としては県下№１といえよ 29 4 0

(監)中村豊 31 7 3 う。先に行なわれた県下労組大会で、相手を完全に抑えるのだが

(控)川原武徳､吉村淳 味方打線の援護も無く２試合とも延長戦。決勝戦の西肥バスとの

為政隆､ 試合も双方無得点で延長24回に突入。この回に１点許して準優勝

投手となったが、三日間３試合で61イニングス目に初失点した。

【準決勝】開始09:02　1時間48分 振 球 犠 盗 併 残 失

7 0 3 1 1 5 3

3 2 2 1 0 9 4 打 安 点

【三】入江､佐藤　【二】篠崎､毛利､今村 ④ 5 1 0

打 安 点 【評】またまた県庁の宮原は悲運の敗戦投手になった。昨年の優勝戦で ⑥ 5 1 0

⑥ 3 0 0 内野失により栄冠を逃がしたが、この試合もバックの拙守から敗戦に追 ⑤ 4 1 0

④ 3 1 0 いやられた。２点をリードしての七回二死一塁で本多が放った中前打を ⑧ 3 0 0

⑤ 4 1 2 後逸により１点差に詰め寄られ、八回には一塁失と捕前バントの捕球ミ ③ 4 2 0

② 4 0 0 スで無死一二塁。川本に送りバントを決められて毛利から左線二塁打さ ① 3 1 0

① 4 1 0 れて２点。さらに中飛により三進を図った毛利を刺そうと佐々野の三塁 ⑦ 4 2 0

⑧ 4 1 0 送球が悪投となって、この回に３点を失った。 ② 4 2 0

③ 4 2 1 　県庁は立ち上がりの尾崎を攻め、初回二死後に入江の三塁打、二回は ⑨ 1 0 0

⑦ 4 0 0 一死満塁、三回は先頭の佐藤が三塁打するなど先制機はあったが、二回 Ｈ 1 0 0

⑨ 4 1 0 はスクイズ失敗、一三回は後続の不振から無得点。四回に二塁打の今村 9 0 0 0

34 7 3 が敵失により、五回は安打の白浜が二盗した際に捕手からの悪送球が右 34 10 0

中間を転々とする間に還った、拾い物の２点を挙げたにすぎなかった。

【準決勝】開始11:30 (延長11回) 振 球 犠 盗 併 残 失

9 3 3 0 0 11 0

6 3 3 3 0 6 3

【評】延長11回裏の西肥バスは四球とバントで二進後に緒方が内角直球を 打 安 点 打 安 点

左線二塁打してサヨナラ勝ちした。 ⑥ 4 1 0 ⑥ 4 3 0

　先制したのは四回の日鉄北松。木原の安打を皮切りに敵失と死球の一死 ⑦ 5 1 0 ⑦ 4 1 1

満塁に砂田が初球スクイズを決めた。さらに五回にも一死から亀沖、木原 ② 4 4 0 ⑧ 4 1 0

の長短打で好機を作ったが、亀沖が捕手からの牽制球に刺されて逸した。 ⑨ 4 0 0 ④ 4 1 0

この後に進藤の当たりが遊ゴロイレギュラー安打となっただけに北松にと ③ 5 1 0 ② 4 2 1

っては惜しい逸機だった。 ⑧ 4 0 0 ① 4 0 0

　これに対して西肥バスは五回、南里が歩き飯田の三塁打で同点に追いつ ④ 4 0 1 ⑤ 4 1 0

き、その後は両投手の投手戦となった。 ⑤ 5 0 0 ③ 4 0 0

　日鉄北松御橋炭鉱にとっては、６年ぶり三度目の大会で初の黒星を喫し ① 4 0 0 ⑨ 3 0 0

たことになるが、今季の公式戦は今大会をを含めて31勝４敗となった。 39 7 1 35 9 2

　また西肥バスは２年前の第６回大会に高卒ルーキーの左腕・西町を擁し

て初出場｡２勝を挙げた準決勝で長崎澱粉に０-１敗退以来二度目の出場。
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【二】飯田､緒方､田中､亀沖､進藤､波多

井 崎

深 野

【西　肥】

南 里
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　両チームとも初優勝を目前に最後の精魂を傾けた一戦は、 回の紋珠岳炭鉱に次いで佐世保地区から三度目の優勝チー

緊迫した優勝戦となったが、西肥バスがバント安打で決勝点 ムが誕生した。

を挙げ優勝の栄に輝いた。これで、第３回の共済病院、第７

【優勝戦】開始15:00　１時間42分  振 球 犠 盗 併 残 失

8 1 1 0 1 10 1

2 3 0 0 1 3 1

【三】浮田　【二】西町､川本

打 安 点 【評】西肥バスの西町は左腕から内角

⑥ 4 1 0 低目に食い込む直球と鋭いカーブで、

④ 4 1 1 端島炭鉱の尾崎は切れのよいシュート

⑤ 4 1 0 と外角一杯に決まるカーブの配合良く

② 4 0 0 相譲らぬピッチング。しかし両軍打線

① 4 0 0 は両投手の出来を上回るものがあった。

⑧ 4 2 0 　西肥バスは二回一死後に四球と西町

③ 2 0 0 の右越え二塁打で二三塁の好機。田中

⑦ 3 0 0 の三ゴロで三走の緒方は本塁憤死し二

⑨ 3 1 0 死となったが、井崎の遊撃右を抜く安
32 6 1 打で三塁から西町が生還して(写真右)

打 安 点 先取した。

⑥ 4 2 0 　しかし端島もすぐさま、二死一塁に

⑦ 3 0 0 安達を置いて川本が右翼線を抜く二塁

⑧ 4 1 0 打でたちまち同点とした。このあたり  　閉会式は午後４時55

④ 3 1 0 両軍は〝好球必打〟の果敢な攻撃ぶり  分からスタンドを埋め

② 3 1 1 だった。  たファンの中で行われ

① 4 1 0 　必勝の意気に燃える西肥バスは三回  県警ブラスバンドの行

⑤ 4 1 0 に無死満塁の好機を作ったが中軸打者  進曲で両チームが入場

③ 4 2 1 の不振で逸し、五回二死後に浮田が中  し、西肥バスの浮田監

⑨ 4 0 0 堅頭上を大きく破る三塁打で出塁。波  督に大優勝旗、桑原会

33 9 2 井は敬遠気味の四球のあと、緒方が一  長杯、読売新聞社杯が

球目に野手の意表をついたバント安打  大会会長の市川謙一郎

で浮田を還して再び優位に立った。  長崎日日新聞社長より

　一方の端島炭鉱は五回無死一二塁の  渡された。準優勝の端

チャンスをバントの拙さで失ったのが  島炭鉱にも準優勝杯や

痛く、六回以後は味方のリードに余裕  賞品が贈られた。

を持った西町の力投にチャンスを作れ  　個人表彰は､最高殊勲選手賞に緒方哲郎捕手(西肥)､

ず、無念の涙を呑んだが、敗れたとは  最優秀投手賞に西町吉生(西肥)､首位打者は13打数10

いえその健闘は賞されてよい。これも  安打の南里久似彦遊撃手(西肥)､敢闘賞は南里遊撃手

ベテラン尾崎投手の好投があったから  と､端島炭鉱から尾崎英投手､船津留吉中堅手､神谷和

こそである。  孝捕手の計４人｡優勝監督賞に西肥バスの浮田逸郎監

 督がそれぞれ受賞した。

日本通運富山支店

日立金属桑名(三重)

竹田病院(福島)

住友化学工業(愛媛) 幌別富士鉄社宅(北海道)

熊野倶楽部(開催地)

富士工業宇都宮(栃木)＝優勝

第８回(S.33年)④

【二】

【準】

【一】

1-0

0-2

第13回富山国体【27チーム】 10.19～23 第２回高松宮賜杯全日本大会(２部) 9.23～:大阪府

住 友 潜 龍 鉱 業 所 【二】 0-4

昭和33年の全国大会における長崎県代表チームの戦績

天皇賜杯第13回全日本軟式野球大会【51チーム】 第９回西日本準硬式【26チーム】5.9～:福岡県

　(S33.8.7～:広島県) 0-1長 崎 刑 務 所

10-0相 浦 食 販【一】

【二】 0-1

日 鉄 北 松 御 橋 【一】 1-0

神 谷

【端　島】

安 達

川 本

毛 利

浮 田

波 井

第８回(S.33年)④

端 島 炭 鉱  ００１ ０００ ０００ 1

南 里

飯 田

(昭和33年11月４日付けの長崎日日新聞より記事と写真は抜粋)
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深 野
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西 町

本 多

吉 原

篠 崎

尾 崎
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